
規

則

計
算
証
明
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

計
算
証
明
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
会
計
検
査
院
規
則
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
中

「
北
海
道
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

四
国
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

九
州
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

日
本
貨
物
鉄
道
株
式
会
社

旅
客
鉄
道
株
式
会
社
及
び
日
本
貨
物
鉄
道
株
式
会
社
に

関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第

七
条

旅
客
鉄
道
株
式
会
社
及
び
日
本
貨
物
鉄
道
株
式
会
社
に

関
す
る
法
律
第
七
条

」
を

「
北
海
道
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

四
国
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

日
本
貨
物
鉄
道
株
式
会
社

旅
客
鉄
道
株
式
会
社
及
び
日
本
貨
物
鉄
道
株
式
会
社
に

関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第

七
条

」
に
改
め
る
。

平成年月日 水曜日 第号官 報

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
計
算
証
明
規
則
の
規
定
は
、
平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
五
日
か
ら
適
用
し
、
同
日
前

の
期
間
に
係
る
九
州
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
の
計
算
証
明
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
会
計
検
査
院
規
則
第
十
号

会
計
検
査
院
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
二
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
計
算
証
明
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
十
一
月
三
十
日

会
計
検
査
院
長

河
戸

光
彦

第
三
十
二
条
の
四
第
二
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え

る
。

た
だ
し
、
法
第
百
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
衆

議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
又
は
地
方
公
共
団
体
の
議
会

の
議
長
に
対
す
る
資
料
の
提
供
の
求
め
そ
の
他
の
方
法

に
よ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
が
当
該
受
給
権
者
に
係
る
前

項
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
を
確
認
し
た
と

き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
三
十
二
条
の
五
第
一
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え

る
。

た
だ
し
、
法
第
百
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
衆

議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
又
は
地
方
公
共
団
体
の
議
会

の
議
長
に
対
す
る
資
料
の
提
供
の
求
め
そ
の
他
の
方
法

に
よ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
が
当
該
受
給
権
者
に
係
る
第

四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
を
確
認
し
た
と
き

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
三
十
二
条
の
六
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
法
第
百
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
衆

議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
又
は
地
方
公
共
団
体
の
議
会

の
議
長
に
対
す
る
資
料
の
提
供
の
求
め
そ
の
他
の
方
法

に
よ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
が
当
該
受
給
権
者
に
係
る
第

四
号
に
掲
げ
る
事
項
を
確
認
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

第
九
十
三
条
第
三
号
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三
の
二

第
三
十
条
第
十
一
項
、
第
三
十
二
条
の
三
第

一
項
、
第
三
十
二
条
の
四
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第

三
十
二
条
の
五
第
一
項
、
第
三
十
二
条
の
六
並
び
に

第
七
十
六
条
の
二
第
二
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
確

認
附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
十
一
号

厚
生
年
金
保
険
法（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）

第
九
十
八
条
第
三
項
、
第
百
条
の
四
第
一
項
第
四
十
三
号

及
び
第
百
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
年
金
保
険
法
施

行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。平

成
二
十
八
年
十
一
月
三
十
日

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

厚
生
年
金
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令

厚
生
年
金
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
厚
生
省

令
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
条
第
十
一
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
法
第
百
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
衆

議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
又
は
地
方
公
共
団
体
の
議
会

の
議
長
に
対
す
る
資
料
の
提
供
の
求
め
そ
の
他
の
方
法

に
よ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
が
当
該
受
給
権
者
に
係
る
第

三
十
二
条
の
三
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲

げ
る
事
項
を
確
認
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
三
十
二
条
の
三
第
一
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え

る
。

た
だ
し
、
法
第
百
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
衆

議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
又
は
地
方
公
共
団
体
の
議
会

の
議
長
に
対
す
る
資
料
の
提
供
の
求
め
そ
の
他
の
方
法

に
よ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
が
当
該
受
給
権
者
に
係
る
第

四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
確
認
し
た
と

き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
三
十
二
条
の
四
第
一
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え

る
。

た
だ
し
、
法
第
百
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
衆

議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
又
は
地
方
公
共
団
体
の
議
会

の
議
長
に
対
す
る
資
料
の
提
供
の
求
め
そ
の
他
の
方
法

に
よ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
が
当
該
受
給
権
者
に
係
る
第

四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
を
確
認
し
た
と
き

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
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